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※ 本資料・図面等の著作権は㈱竹中工務店に帰属します。

本日の話題

1. 都市を襲う水害のタイプと特性

2. 過去の水害事例

3. 大阪市を襲った水害

4. なぜ水害がクローズアップされるか

5. 災害対応に必要な情報

6. 浸水対策

7. 発災前後の行動計画
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都市部の水害

想定される水害

どこでも

外水はん濫

内水はん濫

高 潮

河川はん濫

水路はん濫

低気圧・強風による海面上昇

流量増加による溢水

排水ポンプの故障、停止

津 波

堤防破堤

地震による海底地殻変動

流速増大による破壊

浸透水による崩壊

下水はん濫

処理能力を超えた降雨

雨水滞留 周辺より低い地形

川沿い

海岸線

※山側では大雨に伴って土砂崩れや土石流などの土砂災害も起きる
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都市部の水害

それぞれの水害の特徴

流速はほとんどなく水位だけが上昇
短時間で水位が上昇するが、引くのも早い
人的被害、漂流物被害は少ない
ライフラインの広域停止は少ない
地下空間への滞留水以外の復旧は早い

高 潮

河川氾濫

水路氾濫

津 波

堤防破堤

下水氾濫

雨水滞留

堤防を越えた大量の水（海水）が高速で流入
短時間で水位が上昇
長時間水が引かないまたは繰り返し
流れによる人的な被害、漂流物による被害
電気などのライフラインの停止
土砂、瓦礫の堆積で復旧が困難
伝染病などの衛生的な問題の発生
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釜石湾内陸上での津波映像 （個人撮影，YouTubeより）
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津波の映像
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津波の怖さ

水深 伝播速度 時速 イメージ

5m 7m/s 25km/h 全力疾走

10m 9.8m/s 36km/h オリンピック選手

100m 31m/s 112km/h 高速道路

1000m 99m/s 357km/h 新幹線

3000m 171m/s 617km/h ジェット機

東日本大震災

発生日時 ： 平成２３年３月１１日（金）１４時４６分
規模・最大震度 ： モーメントマグニチュード Ｍw9.0、最大深度 7
人的被害 ： 死者・行方不明者 18,433
建築物被害 ： 全壊 124,684戸 、 半壊 275,077戸 、 一部破損 747,011戸
避難者数 ： 198,513名（全国）

（平成２７年９月９日、内閣府緊急災害対策本部発表）

津波の速さ

一度起こってしまうと広域に、甚大な被害を与える

津波のスピードは速く、「見えてから避難」は絶対に無理
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東日本大震災 津波の被害
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阿武隈川河口 亘理町荒浜

阿武隈川河口 亘理町荒浜

名取川河口 閑上

女川

4.5m

4.5m

8.3m

15m

東日本大震災 津波の被害（鉄骨建物）
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杭の抜け。液状化・浮力の影響か？

15m

15m

8.3m

東日本大震災 津波の被害（ＲＣ建物）

15m
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仙台港塩釜

仙台港塩釜

4m

4m

東日本大震災 津波の被害（漂流物）
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高潮の被害

平成30年台風第21号（2018年9月4日）

輸出用中古車被災

護岸ブロック流出

大阪市は水門閉鎖等を実施

芦屋市、神戸市東灘区等で住宅が浸水

関空は高潮に伴う「越波」による浸水

（毎日新聞）

空コンテナ流出

（毎日新聞Webより）

中古車オークション展示場火災

（朝日新聞Webより）

コンテナ打ち上げ

（神戸新聞Webより）

（国交省HPより）

（毎日新聞Webより）
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河川はん濫

平成30年7月豪雨（2018年7月6～8日）
■倉敷市真備町の浸水被害
最近でも1972、76年に浸水被害のあった常襲地域
50年前から河川改修計画はあったが様々な理由で
未実施、2018年秋から着工の予定だった

高梁川の増水により小田川の流量がさばけず水位が
上昇（バックウォータ現象）

小田川と高馬川合流地点の高馬川側で1:34頃に決壊
次いで、6：52には合流点付近の小田川北側が決壊、
東～北東方向に浸水が進行

市は6日23:00に避難勧告、23:45に小田川南側、
7日1:30に北側に避難指示

倉敷市浸水ハザードマップ（呉市HP，2017年改訂） 浸水推定段彩図（国土地理院作成）に追記

高
梁
川

小田川

決壊発生部位

決壊した堤防（産経新聞Webより）
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河川はん濫＋内水はん濫

東海豪雨（2000年9月11日）

年間降水量の1/3（567mm）

庄内川支流新川で堤防決壊

建物被害508棟、浸水69,837戸

（内閣府 中央防災会議資料より）

市営地下鉄駅の浸水

地下街は止水板で防御

連絡通路から浸水

半地下店舗の浸水

受水槽ポンプの停止

被災車両は１０万台

見舞い車両による渋滞

千台以上の放置車両

新幹線、高速道路の不通

部品供給の停止

・トヨタは24工場に影響

・スバル大泉工場ライン停止

被害額7,715億円
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河川はん濫＋内水はん濫

東海豪雨（2000年9月11日） （内閣府 中央防災会議資料より）

スーパーが屋上駐車場の開放

年間排出量の５倍のゴミ

81,400トン

名古屋駅で8,300人の帰宅困難者

54,000人が新幹線で一夜を明かす

西枇杷島町では

・防災機能が壊滅

・事前の計画遂行できず

避難所は水害を想定せず

想定以上の人数が殺到

備蓄も不足

病院も浸水

診察機器も水没

急激な浸水

勧告見送りケースも
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内水はん濫

福岡豪雨（1999年6月29日）

1999年6月29日豪雨 浸水状況図（博多駅周辺地区）

（日本システム監査人協会九州支部調査報告書より）

災害の原因
・梅雨前線が九州北部地方に停滞
・未明から九州北部で豪雨
・市内でも午前７時過ぎから急速に豪雨
・午前７時～８時の１時間雨量は34mm
・午前８時～９時の１時間雨量は77mm 
・29日午前０時からの12時間で148mm
・下水道設計流量（時間雨量52mm）超過
・排出先河川警戒水位超過による排水停止

災害の状況
・午前8時ごろ、天神地下街の浸水始まる

工事中ビルの地下通路より侵入始まる
・午前10時ごろ、御笠川左岸の溢水

10時半ごろ地下鉄に流入
階段、エスカレーターを流下
11時ごろビル地下で水死者発生

・午後0時ごろ水が引き始める

6 月29 日の水文・水理および被害の発生

（京都大学防災研究所井上教授講演資料より）

ＪＲ博多駅

浸水したビル

浸水域

御笠川
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内水はん濫

福岡豪雨（1999年6月29日）

博多駅地区の被害
・132,000㎡、最大1ｍ程度の冠水
・地下を有する182棟のうち、71棟が地下浸水
・電気設備（61戸）、機械設備（59戸）に被害
・止水板、土嚢を準備していたが間に合わず
・電気設備水没により特高3回線、高圧4回線が停止
・高圧配電線で最大2,700戸が停電
・停電で電話（ＰＢＸ）、上水（ポンプ）が停止
・地下鉄では隣接ビル、エレベータより流入
・ＪＲは配電盤の浸水により9時間停電
・地下街は土嚢の有無により被害が分かれた
・駐車場スロープ、採光窓を経由して浸水

（国交省九州地方整備局ＨＰより） （東京都地下空間浸水対策ガイドラインより）

（国交省九州地方整備局ＨＰより）
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内水はん濫

その他の事例

東京・渋谷地下街の浸水
（1999年8月29日 集中豪雨）

東京・麻布十番駅の浸水
（2004年10月9日 台風22号）

東京・赤坂見附駅の浸水
（1993年8月27日 台風11号）

（東京都地下空間浸水対策ガイドライン、大阪府HPより）

梅田Est前の浸水
2013年８月 平成25年８月豪雨）
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大阪市を襲った水害

ジェーン台風 1950(昭和25)年9月

大阪市港区（第二突堤付近） 大阪市大正区（三軒家付近） 大阪市福島区（野田阪神付近）

第二室戸台風 1961(昭和36)年９月

高潮がおしよせる中之島地区
（土佐堀川左岸）

西淀中学校舎の屋上へ
避難する人々

高潮がおしよせる中之島地区
（堂島川左岸）

（大阪府HPより）
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釜石市役所
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大阪市の水害履歴

（大阪市HPより）



※ 本資料・図面等の著作権は㈱竹中工務店に帰属します。大阪ビルディング協会 技術セミナー 20190724 19

なぜ、水害がクローズアップされる？

気候変動（地球温暖化）による降雨状況の変化

降水量は多い時期と少ない時期が繰り返される

1900～1920年、1950年代は多雨が続いた

2010年代も多雨が続いており、しばらくは要警戒

棒グラフ ：各年の降水量の基準値からの偏差
太線（青）：偏差の5年移動平均値。

（基準値は1981～2010年の30年平均値）

棒グラフ（緑）：各年の年間発生回数
直線（赤） ：長期変化傾向

（この期間の平均的な変化傾向）

50ｍｍ/ｈは下水の処理能力目標値

（＝都市部での内水はん濫の指標）

80～100ｍｍ/ｈも頻発する傾向

日本の降水量偏差 全国「アメダス」1時間降水量
50ｍｍ以上の年間発生回数

（気象庁HPより）
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なぜ、水害がクローズアップされる？

水害被害（人的・物的）の推移

0
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人
）
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億
円
）

西暦（年）

被害額（億円） 死者・行方不明者（人）

↓伊勢湾台風紀州大水害
西日本水害↓

↓S38年7月豪雨
台風10号

H16年新潟・福島豪雨
台風多数上陸（10個）

↓

治水対策の進捗により人的被害、公共（社会インフラ等）の被害額は減少

それでも年間数千億円、100人程度の被害は続いている

戦後の水害による死者・行方不明者と公共の被害額

棒グラフ（青）：公共の被害額（左軸）
太線（赤） ：死者・行方不明者数（右軸）

（国交省水害統計よりグラフ化）
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なぜ、水害がクローズアップされる？

土地利用の変化と民間被害額の上昇

水害による浸水面積はここしばらくは変化していないが民間の被害額は上昇

「宅地・その他」の浸水面積の割合が増加＝浸水可能性のある場所に住宅・施設が立地

建物の高密度化や設置されている設備・家電等の高額化が面積当たりの被害額を上昇させる

水害区域面積の推移

（防災白書（平成22年）より）

一般資産水害被害及び水害密度の推移
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水害への対応と情報

いつ、どんな情報が必要か

■「かたち」を知る
公共情報
・市区町村、都道府県
・ハザードマップ
・避難場所情報

・国、研究機関
・各種シミュレーション
（ハザードマップの元）
・検討会、委員会情報
（中央防災会議等）

民間情報
・地歴、言伝え
・地域の過去災害
（公共も保存）
・個別建物診断
（専門家に依頼）

浸 水直 前事 前

■「刻（とき）」を知る
公共情報
・市区町村
・避難情報

・気象庁
・注意報、警報
・降雨状況
・台風進路

・国土交通省
・河川水位情報

民間情報
・TVニュース
・交通機関（休止）
・ネット情報
・防災情報ポータル
・TwitterなどSNS

■「今」を知る
公共情報
・気象庁
・注意報、警報解除
・降雨状況、台風進路

・国土交通省
・河川水位情報

民間情報
・TVニュース
・交通機関（再開）
・ネット情報
・ポータル防災情報
・TwitterなどSNS

情報ソースはどんどん増えて来ていますが、特性を踏まえて利活用していきましょう
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事前 － ハザードマップ －

大阪市が発表しているもの
（大阪市HP「災害に備える」URL:https://www.city.osaka.lg.jp/kurashi/category/3023-2-0-0-0-0-0-0-0-0.html）

1）河川はん濫（淀川、大和川、平野川など）

2）南海トラフ巨大地震（津波）

3）内水はん濫

区別に分けて公開

・区によって影響のないものは省略

・全体像がつかみにくい面がある
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事前 － ハザードマップ －

淀川が破堤した場合（想定最大規模）

（国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所HPより）
https://www.kkr.mlit.go.jp/yodogawa/activity/maintenance/possess/sotei/index.html

（貼り合わせが面倒だったので河川事務所のマップで代用…内容は同じです）

・梅田北側から福島区で3～5ｍ、梅田南側は0.5～3ｍの浸水

・大川～堂島川～安治川の北側がほぼ水没する想定

大阪駅
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事前 － ハザードマップ －

南海トラフ巨大地震（最大クラスの津波）

（大阪市ハザードマップを貼り合わせ）

・ほぼ新御堂、四ツ橋筋まで浸水

・梅田周辺で0.5～2ｍの浸水

・50ｃｍでも人命に影響、車両の漂流

・2ｍを超えると建物損壊が増加
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事前 － ハザードマップ －

（大阪市ハザードマップを貼り合わせ）

・総雨量567ｍｍ、時間最大雨量93ｍｍ

（東海豪雨級の降雨）

・梅田北側で50ｃｍを超える地域あり

内水はん濫
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事前 － 地歴や古地図 －

中世（鎌倉・室町時代）の大阪平野
（淀川管理事務所HPより）

明治18年（1885）の洪水
（淀川管理事務所HPより）

現在の大阪
（国土地理院地図より）

淀川改良工事（明治29～43年）
（淀川管理事務所HPより）

幕末1863年の大阪
改正増補国宝大阪全図

(大阪城天守閣所蔵、北区HPより）

・大阪の西側は運河をさらった砂で構築

＝液状化の危険性が大きい

・大阪駅周辺は江戸時代は田んぼや畑

＝あまり水はけのいい土地ではない

・淀川は元々の流れを付け替えている

＝新しい淀川堤防は人間が作ったもの

＝堤防は「ミルフィーユ」状態
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事前 － 言伝え －

・カワ（川）

・イケ（池）

・ス（洲）

・ナダ（灘）

・アサ（浅、朝）

・フカ（深）

・リュウ（竜、龍）

・ジャ、ヘビ（蛇）

・クリ、クル、クレ

地名が伝える地区の本性

・タニ（谷）

・クボ（窪、久保）

・ヌマ（沼）

・サワ（沢）

・イケ（池）

・ウメ（埋、梅）

・カタ（潟）

・タ（田）

・ワク（湧）

・シマ（島、嶋）

・マタ（俣、股）

・ウラ（浦、裏）

・エ（江）

・ハマ（浜）

・ツ（津）

・メ（目、女）

・ウシ（牛←憂）

・タカ（鷹←滝）

「音」が同じ、言い換えなどが多いので注意

新しい地名「～が丘」などは古い地名を調べる必要あり

※クリ、クル、クレは「刳る（えぐる）」の意味
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事前 － 建物の診断・評価 －

地下空間の被害

（東京都地下空間浸水対策ガイドラインより）

状況が分からず
逃げ遅れる

流入水で
上階に避難できない

水圧でドアが開かない
（内開でも40cmで×）

真っ暗で避難できない
（非常灯も消える）

どんなリスクがあるかを調査

・立地、水害種類別

・流入経路等の把握

被害の様相を予測、評価

対策個所の洗い出し

対策費用、期間の見積
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直前 － 避難情報 －

今年３月に政府の「避難勧告等に関するガイドライン」が改訂されました

発表

市町村

気象庁

警戒レベル３ 警戒レベル４ 警戒レベル５

避難準備・高齢者等避難開始 避難勧告・避難指示 災害発生→命を守る行動

（内閣府ＨＰより）
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直前 － 注意報、警報、特別警報 －

気象庁の発表する情報

特別警報
大雨（土砂災害、浸水害）、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

「数十年に一度の状況が予想される場合」

警 報
大雨（土砂災害、浸水害）、洪水、暴風、暴風雪、大雪、波浪、高潮

「重大な災害が発生するおそれがあると予想したとき」

注意報
大雨,洪水,強風,風雪,大雪,波浪,高潮,雷,融雪,濃霧,乾燥,なだれ,低温,霜,着氷,着雪

「災害が発生するおそれがあると予想したとき」

早期注意情報
（警報級の可能性）

大雨、暴風（暴風雪）、大雪、波浪

「翌日または数日後に警報を発令する可能性の高いとき」

情 報 とるべき行動 警戒レベル

大雨特別警報
災害がすでに発生している可能性が極めて高い
命を守るための最善の行動

５相当

土砂災害警戒情報
高潮特別警報、高潮警報

自治体からの避難勧告の発令に留意
避難勧告が発令されていなくても自ら避難の判断

４相当

大雨警報、洪水警報
高潮注意報

自治体からの避難準備・高齢者等避難開始の発令に留意
危険度分布等を参考に高齢者等の方は自ら避難の判断

３相当

大雨注意報、洪水注意報
高潮注意報

災害が想定されている区域や避難先、避難経路を確認 レベル２

早期注意情報（警報級の
可能性）

最新の防災気象情報等に留意
災害への心構えを高める

レベル１

（気象庁資料をもとに作成）
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直前 － 指定河川洪水予報 －

気象庁と都道府県、国交省が共同して実施（発表は気象庁から）

（気象庁ＨＰより）

洪水予報の標題（種類） 発表基準 市町村・住民に求める行動の段階

○○川氾濫発生情報
（洪水警報）

氾濫の発生
（氾濫水の水位、流量、浸水する区域・水深の予報※）

氾濫水への警戒を求める段階

○○川氾濫危険情報
（洪水警報）

氾濫危険水位（レベル４水位）に到達
いつ氾濫してもおかしくない状態
避難等の氾濫発生に対する対応を
求める段階

○○川氾濫警戒情報
（洪水警報）

一定時間後に氾濫危険水位（レベル４水位）に到達が見込
まれる場合、あるいは避難判断水位（レベル３水位）に到
達し、さらに水位の上昇が見込まれる場合

避難準備などの氾濫発生に対する
警戒を求める段階

○○川氾濫注意情報
（洪水注意報）

氾濫注意水位（レベル２水位）に到達し、さらに水位の上
昇が見込まれる場合

氾濫の発生に対する注意を求める
段階
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直前 － リアルタイム情報 －

レーダー・ナウキャスト（気象庁）
https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

川の防災情報（国土交通省）

http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do?

init=init&gamenId=01-0101&fldCtlParty=no

https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do
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直前 － 災害情報ポータル －

Yahoo! Japan天気・防災

https://weather.yahoo.co.jp/weather/

ＮＨＫ NEWS WEB

https://www3.nhk.or.jp/weather/disaster/index.html

https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
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直前 － ＳＮＳの活用 ー

メリット・デメリット

AIを活用した緊急情報分析・連絡サービス

メリット

・無料（！）
・少人数の情報共有に有利
・使い慣れているので違和感がない
・写真の共有も可能
・地域の細かな情報収集が可能
・リアルタイム性

デメリット

・災害時の信頼性
（サーバ側、通信側）

・大人数には向かない
・情報の真贋の判断が必要
・「リツイート」に注意

Twitter等の
SNSの書き込み

登録Keywordによる選別
（地域、事件、事故、災害）

AI分析によるデマの排除

メール配信

Web配信

（JX通信社）
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浸水対策

水害種類別の被害の把握

・地上階ほかからの水の浸入

・地下階連絡通路からの水の浸入

・浸水階の人的損害、流速・漂流物による破壊

・浸水階の重要設備機器の損傷

・浸水に伴う配電、給水系統の停止

・浸水に伴うエレベータ、エスカレータの故障

建物の被害

津波・高潮

河川はん濫

の特徴

・大量の水が高速で流入
・短時間で水位が上昇
・長時間水が引かないまたは繰り返し
・流れによる人的な被害、漂流物による被害
・電気などのライフラインの停止
・土砂、瓦礫の堆積で復旧が困難
・伝染病などの衛生的な問題の発生
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浸水対策

水害種類別の被害の把握

・地上階ほかからの水の浸入

・地下階連絡通路からの水の浸入

・浸水階の人的、物的な損害

・浸水階の重要設備機器の損傷

・浸水に伴う配電、給水系統の停止

・浸水に伴うエレベータ、エスカレータの故障

建物の被害

内水氾濫の

特徴

・流速はほとんどなく水位だけが上昇
・短時間で水位が上昇するが、引くのも早い
・人的被害、漂流物被害は少ない
・ライフラインの広域停止は少ない
・地下空間への滞留水以外の復旧は早い
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浸水対策

流入個所と重要設備

出入口

通信機器
サーバ室

駐車場熱源設備電気室
発電機

受水槽

屋上

バルコニー

重要設備機能

重要機能室

スロープ

ドレイン
パイプスペース
ダクトスペース

地下連絡通路

燃料タンク

※地上近くの「通風孔」「明り取り」も注意

防災
センター
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浸水対策

流入阻止

防水板
駐車場

緊急排水口

防水板

配管取出口
排気塔の嵩上げ

防水扉

※屋上滞水によるP/Sへの流下阻止

※屋上、バルコニー

への滞水阻止

窓枠嵩上げ

※バルコニー滞水の

屋内流入阻止

※浸水域の通気口、ガラ

リへの対策も必要

※ドライエリアからの

流入対策も必要
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浸水対策

重要設備の避難

通信機器
サーバ室

駐車場熱源設備電気室
発電機

受水槽

耐水性の確認

通気管・給油管
よりの浸水防止

通信機器
サーバ室

熱源設備
電気室
発電機

浸水対策

重要設備の上階設置

重要機能の上階設置

排水系配管から隔離

※高圧線が「渡り」で来ている場合、配電上流のビルが浸水

すると停電となるが、復旧を考えて機器を守る

※基本的に耐水性はあるが、

浮上り等の確認が必要
※本体での対策は困難

※EPSの浸水対策も行う

燃料タンク

防災
センター

防災
センター
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浸水対策

内水はん濫への対策事例（浸水深 1.2ｍ）

地下駐車場出入口 地下出入口 エントランス部防水板

▽G.L.

地下駐車場

エントランス ▽+0.6ｍ

▽浸水ライン（+1.2ｍ）

※PCパネル壁、サッシ取合部

に注意が必要

※排水槽を経由しない排水路

（直接流下）には逆止弁
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浸水対策

内水はん濫への対策事例（浸水深 1.0ｍ）

地下1階設置場所

1階設置場所

■重要室の浸水回避（上階に設置） ■防水板（地上階および地下階）

常用発電機（ガスコジェネ）
サブ変電設備

特高変電
サブ変電設備

非常用発電機

止水板設置

緊急排水槽

非常時照明確保

防災センター
個別空調

非常時ＷＣ
電源確保

非常用発電機
スペース

防水板
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浸水対策

防水板 … 一般的には50ｃｍ程度の浸水深さに対応

防水板付シャッター（文化シャッター） 引っかけ式防水シート（文化シャッター）

自動起立型防水板（ＬＩＸＩＬ鈴木シャッター） 床下収納防水シート（三和タジマ）

http://www.bunka-s-pro.jp/shisui/images/tomepita/tomepita_p_04_l.jpg
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浸水対策

止水扉・シャッター … 一般的に3ｍ～5ｍ程度までの浸水深さに対応

止水パネルシャッター（文化シャッター） 防水シャッター（三和シャッター）

防水扉（クマヒラ）

【オーダーメイド→絶対止水個所に】

簡易型防水扉（文化シャッター）

【ある程度の漏水は容認→安い】
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重要機器設置架台RC造衝突防止・防水兼用フェンス 津波避難スペース

逆止弁付雨水ます 雨水排水用逆止弁

その他屋内・屋外対策
・建物外壁での止水ライン設置 ・防災用トイレおよび緊急汚水貯留槽
・中央監視盤、操作盤の２階設置 ・交換機、サブ変電設備の２階設置
・高架水槽の増量 ・発電機燃料備蓄

津波によるがれき・車両衝突防止
大開口（車両出入口）は防水扉
人用はエアタイト扉で少量の流入は容認

地上・2階から直接登れる階段
バックアップ用発電機も設置

非常用発電機
変電・配電設備
空調室外機

浸水対策

東日本大震災で被害を受けた工場の津波対策事例

45
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浸水対策

ゲリラ豪雨の初動対応計画（発災時の対応手順）

発災前

（事前準備）

・防水板などの事前準備

・対応のための組織編成

・対応業務の担当者決定

発災前

（直前行動）

・気象情報収集

・周辺地盤の冠水状況確認

・テナントへの警報

・地下の人員避難

・防水板等の設置

発災後

（拡大防止）

・ビル内の安全確認

・人的被害、物的被害確認

・追加止水処置の必要性確認

・必要に応じて防災設備の稼働

周辺地盤の冠水

人命の安全を第一に

準備は早めに

地下の人員は即避難

閉込められたら消防へ

常に水位を確認

本社への状況連絡

事後の排水計画も重要

業者との連絡リスト
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「タイムライン」の活用

タイムラインとは

（1）いつ
（2）だれが
（3）何をするか

を時系列で整理

事前に災害発生前後の
行動計画を策定

タイムラインで重要なこと

ゼロ・アワー

リードタイム

トリガー

コラボレーション

…災害の発生、台風上陸など

…対応に必要な時間の逆算値

…行動を判断するきっかけ

…対応に必要な組織間連携

（国土交通省「 タイムライン（防災行動計画）策定・活用指針(初版)」）

レベル１
（大項目）

レベル３
（具体行動）

レベル２
（小項目）

ゼロ・アワー １日前 １週間前
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「タイムライン」の活用

ゲリラ豪雨対応の簡単なタイムライン（例）

これはトリガーを気象情報にしたものですが、時間でも作ることができます
時間とトリガーを併用する（〇〇警報または〇時間前）のほうがより有用です
電車の運行情報などもお知らせすると喜ばれます

事前準備

・防水板などの事前準備

・対応のための組織編成

・対応業務の担当者決定

直前行動

・気象情報収集

・周辺地盤の冠水状況確認

・テナントへの警報

・地下の人員避難

・防水板等の設置

注意報が出てから豪雨通過まで

（雨来襲）

大雨
注意報

大雨
警報

警報が出てから豪雨通過後２時間まで

大雨
特別警報

（予備警告）

（１時間以内）

拡大防止

・ビル内の安全確認

・人的被害確認

・追加止水処置

・防災設備の稼働

無冠水確認後２時間まで

雨水侵入確認後

停電発生時

ゼロ・アワー
（豪雨到来）

豪雨
通過

毎年６月

（防水板設置）（屋内避難）

（上階避難）

（屋内避難）
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不運にも浸水してしまったら

①建物外部

・寄り付きのためのがれき撤去

・電源切断（感電・火災防止）

・躯体損傷チェック（入場の可否）

②滞留水除去

・ポンプ排水（地下）

・残留水手作業排水（ブロアー設置）

・ピット、PS・EPS等排水

③内装撤去

・床、壁、天井材撤去

・断熱材撤去

・ダクト、電気配管系撤去（または清掃）

④乾燥・清掃

・外装の清掃、消毒

・室内消毒

・室内乾燥（ブロアー、ジェットヒーター）

・埋込配管乾燥

⑤設備機器

・機器稼働チェック

・電線漏電チェック（電気・通信）

・清掃または交換

⑥外装復旧

・再塗装、タイル補修

・シール打ち直し、パッキン取替

・サッシ、ガラス、ガラリ等交換

⑥内装復旧

・金物交換または錆止め塗布

・断熱材張り替え

・床、壁、天井材復旧

通常の「模様替え」プラス乾燥消毒工程
となるため時間がかかる
浅い床上浸水でも乾燥消毒は行ったほう
が良い
復旧費用や復旧期間中の減収を考えると
「事前の対策」が安上がり
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◎
―
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◎

◎
―

◎

〇

―

〇

前提条件
整 理

被害想定
・

課題抽出

対策立案

お客様 竹 中

企業として「災害時」に何を優先するかを決める

会社/施設としての基本方針 業務の重要度評価

重要機能のリスクをチェックし、被害想定と課題を抽出

災害想定

安全性のチェック

被害の具体的予測

地震 津波 洪水 液状化

施設 ライフライン サプライチェーン

各種診断・シミュレーション リスク評価

基本方針に合致した実施可能な対策の立案・評価

目標設定 守るべき機能 対応レベル

対策立案・評価

施設への対策（構造、非構造部材、設備機器etc）

社内対策（安否確認、活動環境、マニュアルetc）

社外対策（お客様対応、情報受発信etc）

CSR対策（近隣対応、市・区・警察連携etc）

その他

地震をはじめ、水害や様々な災害の
ＢＣＰ策定から対策工事まで、総合的にお手伝いしています


